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リサーチ・プロジェクトの目的

研究成果の概要(800字程度)　※新型コロナウィルスの影響により、予定どおりの実施が難しかった場合にはその理由:

研究成果:

別紙((成果報告書(研究成果一覧))に記入

その他、研究成果として特記すべき事項:
※政策研究センターのリサーチ・アシスタント（RA）雇用に採択されたプロジェクトについては、RAの具体的な仕事内容を記
載してください。また、RAを雇用したことによって得られた研究成果（例：RA氏名が記載された①論文発表、学会発表など。
予定も含む。）があれば必ず記載してください。

Economic Analyses of Employment, Unemployment, and Human Capital Formation over

ライフサイクル上の雇用・失業と人的資本形成に関する経済分析

　二年間の研究期間を通じ以下の成果を得た（いずれも共同研究）。
　非正規雇用問題の研究では、労働力調査・労働力調査特別調査のミクロデータを用いて労働者の正規雇用・非正規雇
用・失業状態間の一定期間内の平均移行確率等を計算した上で各種分析を行い、正規雇用から非正規雇用に転じる労働
者が男女ともに定年年齢以外でも無視できない数存在すること、男女ともに未婚者・既婚者で就職率や離職率の年齢別プ
ロファイルが大きく異なること等を発見した。当該分析をまとめた論文は2020年度にJournal of the Japanese and
International Economiesに掲載された。その後データを説明可能な労働サーチ・マッチング・モデルの構築に着手した。
　長期契約を仮定した労働サーチ・マッチング・モデルの理論的研究については、モデルの枠組を活かしつつ、応用対象
を自律的なマイクロファイナンス機関が結びうる最適金融契約に変更した。分析の結果、マイクロファイナンス機関が最大化
しようとする社会厚生関数により最適金融契約の性質が大きく変わること等を発見して論文にまとめ、2020年度にJournal of
Mathematical Economicsに掲載された。
　発展途上国での親の所得と子供の教育水準の関係に関する研究では、高校無償化が厚生に与える影響を数値シミュ
レーションにより分析し、当該影響が親の所得に大きく依存すること等を発見した。当該研究については論文執筆を進める
とともに、国内外の学会・研究会で発表を行った。
　ライフサイクルにおける雇用と家族構成の関わりという観点からJGSS（Japan General Social Survey）のミクロデータを用い
行った研究では、我が国では兄弟構成と教育・所得の関わりが性別や出身地域により大きく異なることを発見して論文にま
とめ、2019年度にJournal of the Japanese and International Economiesに掲載された。

この研究の主な目的は、人々のライフサイクルにおける雇用・失業問題と、そこに密接に関連する人的資本の形成に係る問
題を分析することである。研究の三つの柱は、①年齢を明示的に取り扱う労働サーチ・マッチング・モデルを用いた、非正規
雇用や女性の労働参加の研究、②長期契約を仮定した労働サーチ・マッチング・モデルの理論的研究、③発展途上国で
の親の所得と子供の教育水準の関係に関する研究である。分析に際しては国内外のミクロデータを用い実態を把握後、マ
クロ経済学的モデルを構築し定性的及び定量的分析を行うことを目指した。

(全ての項目含め、1頁以内で記述してください。)
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(David Lagakos, Mitchell Vanvuren両氏との共
著論文）

Econometric Society

Asian Meeting

The Fifteenth Annual

Conference of the Asia-

Pacific Economic

Association

論題

Marriage, Fertility, and Labor Force

Participation: Implications for the Shrinking

Population in Japan　（本学Hsu准教授との共著
論文）

Non-regular Employment in Japan from the

1980s (Esteban-Pretel氏との共著論文）
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Secondary Schooling in the Developing World

(David Lagakos, Mitchell Vanvuren両氏との共
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学会・研究会名等

2019/6/15 厦門

2019/8/2 福岡

2020/7/24 オンライン

報告年月日 開催場所

論文（（学術雑誌（総合雑誌（文藝春秋、中央公論、世界）を含む。）等掲載）
※査読付きのものは、査読欄に「１」を入れてください。
※共著論文の場合には、ご自身の名前の下にアンダーラインを引いてください。
※国際共著とは、異なる国を拠点とする複数の研究者による共著論文を意味します。

図書:
※共著の場合にはご自身の名前の下にアンダーラインを引いてください。
※書籍の一部分のみを執筆した場合には論文の区分に含めてください。

口頭報告・学会発表等:
※査読付きの学会論文集は「論文の区分」で報告し、査読なしの学会論文集は「学会発表の区分」で報告してください。
※招待講演については、学会等名の後に（招待講演）と明記してください。
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